




































































































平成 12年度，セメスタ制への移行により，現在は「商業概論 A」「商業概論 B」の各 2単位科目と
して配置されている．
吉田　裕之：流通論 91
本学部における「商学」認識の希薄化はさておき，この「商業概論」設置がある種の「効」をもた
らしたと言えるのである．すなわち，「商業概論」を以って「流通論」を抱合することを可能とした
のである．「概論」としたために，「流通論」の内容を含めることが可能であるとの認識があったか
らである．このような事情により，「商業論」も「流通論」も本学部には設置されなかったのである．
したがって，本学部における「商業論」「流通論」は「商業概論」を以って代替可能となり，長らく，
商業・流通関連科目の追加設置はなかったのである．
しかしながら，平成 2年度には，「流通組織論」が，平成 18年度には，「サービス・マーケティング」
の設置を見た後，平成 19年度における学科編成の際には，「流通組織論」を「チェーンストア論」
に名称変更し，新たに「流通史」が設置されたのである．特に，「流通史」については，教職免許に
必要な科目設置の必要性が生じたための設置である．周知のように，教職免許に取得に必要な科目
配置は学科を単位とする．このため，経営学科における「高等学校教諭一種免許状：歴史」におい
て「流通史」が設置されたのである．
3．学生諸君，商業・流通ほど面白いものはない…もちろん，マーケティングも面白い !!
なぜなら，「理論」（＝物理学における理論と言うべきもの）をなかなか構築できない ?からである．
このように述べれば，多くの批判がまき起こるであろうが…「理論」を基にした，いわゆる予測
はほぼ不可能であり，できることと言えば，刻一刻変化する事象について，記述説明することだけ
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である…と述べれば，さらに批判がまき起こりそうである．（もちろん，「論」としての「商業論」「流
通論」は「理論」を志向していることは言うまでもない．）
たとえば，わが国では，昭和 30年代初期に「スーパ ・ーマーケット」と言われる業態が出現したが，
生鮮食料品を品揃えの中心に置くこの業態は，またたく間に衰退の憂き目にあったのである．かわっ
て，昭和 30年代末から昭和 40年代初頭にかけて登場した，わが国固有の「総合スーパー（GMS）」
が非食料品である雑貨品・衣料品中心の品揃えを推進し隆盛を極めたが，やがてその「座」は，コ
ンビニエンスストア，衣料チェーンストア，ドラッグチェーンストア，家電量販チェーンストア，
我が国固有の「食品スーパー」（元来「スーパー・マーケット」は食料品中心の品揃えをする業態で
ある）といった業態に奪われてしまった．そして，今や，「ネット通販」が新たな業態として，商業・
流通の主役・主体に躍り出ようとしている．このような業態の発生と変遷の「なぜ」を，「理論」で
予測したりすることができなったことは理解していただけよう．（「小売りの輪」と言う「仮説」が
あるが，「理論」と言うにはほど遠いものである．）
だから，商業・流通は面白いのである．「なぜ」を明かにするために，観察力・分析力・理解力，
そして，洞察力と説明力を駆使する必要があり，「丸暗記」で事済む事象ではないからである．
マーケティングにおいても，また然り，である．マーケティングの真髄は，製品と市場（＝顧客
と言い換えても良い）との関係性の構築にある．製品と市場の両者の関係性を構築する唯一の手段
こそ「（製品）差別化・差異化」なのである．そして，この「差別化・差異化（の範囲）」をどのよ
うに認識し，どのように「論」である「マーケティング論」に昇華しうるか，このこともまた，「理論」
の志向を意味することは言うまでもない．「理論」は当然のことながら「法則性と必然性」を志向する．
しかしながら，「マーケティング論」も「商業論」「流通論」も，「偶有性（＝事象や物事の本質的な
ものではなく，たまたま備わっている性質）」に満ちみちた事象を対象とする学問領域なのである（石
井淳蔵『マーケティング思考の可能性』岩波書店，2012年，第 3・5章）．
「とっつきやすいが，奥深い，とてもじゃないがぁ　一筋縄ではいかない」
だから
商業も流通もマーケティングも面白い
